
令和5年度補正予算（第 4号）について 

補正事業数 35事業 

補正予算額 １,８３６,６８３千円

1. 地域区民ひろば大規模改修経費 

10,140千円

区民ひろば長崎複合施設は、内部の老朽化が進んでいるため大規模改修工事により施設

環境を改善する。改修工事期間中、区民ひろば長崎は仮施設に移転し、事業規模を縮小し

て運営を継続する。 

【地域区民ひろば課】 

2. マイナポイントを活用した消費活性化事業経費 

9,900千円

公金口座、保険証登録支援窓口を令和５年 10月～令和６年３月まで継続する。 

〇会場：本庁舎3階総合窓口課 

【総合窓口課】 

3. ふるさと納税推進事業経費 

12,000千円

区内伝統工芸品等を返礼品とするふるさと納税を、年度内に開始できるよう準備作業を

進める。 

【生活産業課】 

4. 総合体育場複合施設整備事業経費 

43,０００千円

総合体育場と朋有小学校別棟が一体となった複合施設（管理棟、別棟（特別教室）、アーチ

ェリー場、テニスコートなどを複合化）の整備のための設計等を行う。 

【学習・スポーツ課】 

別紙① 



5. 妊婦健康診査・妊産婦歯科健康診査事業経費/妊婦健康診査経費 

33,192千円 

妊産婦健康診査における超音波検査受診票を3枚追加し、４ 回分の検査費用を助成する。 

〇対象：令和5年４月以降の妊娠届分から 

【健康推進課】 

6. 子どもの権利推進事業経費・子どもの権利擁護センター運営経費 

3,248千円

令和５年９月に、公正中立な第三者的立場として、としま子どもの権利相談室を設置する。

子どもの権利擁護委員に加え、相談員を配置し、勇気をもって声をあげた子どもに寄り添

い、対応する。 

〇場所：千登世橋教育文化センター１階 

【子ども若者課】 

７. 子ども・子育て家庭への食支援事業経費 

1,559千円

今般の物価高騰で食料品などの値上がりが続いている中、「としま子ども若者応援基金」

を活用し、食品の確保に不安を抱える子ども、若者、子育て家庭に対して食支援を行う。 

【子育て支援課】 

8. 保育所入所事務経費 

3,969千円

認可保育施設（公立保育園、私立保育園、地域型保育事業)および認証保育所を利用する

第二子の保育料（利用者負担額）を、令和5年 10月から無償化する。 

【保育課】 

9. 交通安全対策事業経費／自転車ヘルメット普及啓発事業経費 

1,300千円

自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化されたことをうけ、現行の補助対象を全年

齢に拡大し、自転車用ヘルメット 1個当たり２千円を補助する。 

〇対象：すべての区民の方、区外在住で区内に在園・在学する中学生以下の方 

〇補助額：1個当たり２千円 

【土木管理課】 



10. 学校給食管理運営経費・小学校給食管理運営経費 

学校給食管理運営経費・中学校給食管理運営経費 

４４４,386千円

学齢期の子どもがいる保護者の経済的負担を軽減し、安心して子育てできる環境づくり

をさらに推進するため、令和５年９月以降における区立小・中学校すべての児童・生徒の

給食費を無償化する。 

【学務課】 

11. 学校給食管理運営経費・小学校給食管理運営経費 

28,448千円

南池袋小学校における大規模改修工事期間中、民間配達弁当購入費を助成することで、

保護者の経済的負担が新たに発生しないようにする。 

【学務課】 

12. 朋有小学校別棟整備事業 

43,000千円

総合体育場の管理棟老朽化や朋有小の児童数増加に伴う教室数の不足を解消するため、

総合体育場と朋有小学校別棟が一体となった複合施設の設計を行う。 

【学校施設課】 

13. 校内別室指導支援配置事業 

4,5７8千円

東京都の補助金を活用し、不登校・不登校傾向生徒を対象とした「不登校及び不登校傾向

生徒の教室外居場所支援事業」を西池袋中でモデル実施し、学習の継続、社会的自立促進

をサポートする。有償ボランティアを安定的に確保し、教員の負担を軽減する。 

【教育センター】 

14. その他22事業  

１,１９７,９６３千円 


